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本 文 ：   

【 は じ め に 】 大 腸 癌 早 期 発 見 に 欠 か せ な い 便 潜 血 検 査 と し

て 下 部 消 化 管 か ら の 出 血 を 特 異 的 か つ 高 感 度 に 検 出 可 能 な

免 疫 学 的 便 潜 血 検 査 が ス ク リ ー ニ ン グ テ ス ト と し て 広 く 普

及 し て い る 。 今 回 我 々 は ア ル フ レ ッ サ フ ァ ー マ 株 式 会 社 よ

り 発 売 さ れ て い る 免 疫 学 的 便 潜 血 自 動 分 析 装 置 「 ヘ モ テ ク

ト NS-Plus」 と 「 ヘ モ テ ク ト NS-Prime」 で の 便 中 ヒ ト ヘ モ

グ ロ ビ ン に つ い て 検 討 す る 機 会 を 得 た の で 報 告 す る 。  

【 方 法 】 弊 社 に 便 潜 血 検 査 の 依 頼 が あ っ た 人 間 ド ッ ク 患 者

検 体（ ｎ ＝ 516）を 検 討 用 に 使 用 し た 。検 討 装 置 は ア ル フ レ

ッ サ フ ァ ー マ 社 製 の 「 ヘ モ テ ク ト NS-Plus」 と 「 ヘ モ テ ク

ト NS-Prime」を 使 用 し 患 者 検 体 の ヒ ト ヘ モ グ ロ ビ ン を 測 定 、

両 装 置 の カ ッ ト オ フ 値 100ng/mL で 陽 性 率 を 比 較 し た 。ま た

カ ッ ト オ フ 値 を 変 え た 時 の 陽 性 率 の 変 化 に つ い て も 合 わ せ

て 比 較 し て み た 。測 定 原 理 は 両 装 置 と も 金 コ ロ イ ド 凝 集 法 。

測 定 試 薬 は「 NS-Plus」：ネ ス コ ー ト ヘ モ Plus、「 NS-Prime」：

ネ ス コ ー ト Hb オ ー ト を そ れ ぞ れ 使 用 し た 。  

【 結 果 】 カ ッ ト オ フ 値 100ng/mL の 陽 性 率 は 、「 ヘ モ テ ク ト

NS-Plus」で は 3.88％ 、「 ヘ モ テ ク ト NS-Prime」で は 4.46％

で あ っ た 。こ の 時 の 一 致 率 は 99.4％ と な り 、良 好 な 結 果 と

な っ た 。 ま た カ ッ ト オ フ 値 を 80ng/mL と 変 え た 場 合 の 陽 性

率 は 「 ヘ モ テ ク ト NS-Plus」 で は 5.62％ 、「 ヘ モ テ ク ト

NS-Prime」 で は 4.84％ と な り 、 一 致 率 は 99.2％ で あ っ た 。

ま た 同 様 に カ ッ ト オ フ 値 120ng/mL の 場 合 の 陽 性 率 は「 ヘ モ

テ ク ト NS-Plus」 で は 3.10％ 、「 ヘ モ テ ク ト NS-Prime」 で

は 3.88％ と な り 、 一 致 率 は 99.2％ で あ っ た 。  

【 ま と め 】今 回 我 々 が 行 っ た 、「 ヘ モ テ ク ト NS-Plus」と「 ヘ

モ テ ク ト NS-Prime」の 装 置 間 で の 便 中 ヒ ト ヘ モ グ ロ ビ ン に

つ い て の 検 討 で は 、 一 致 率 99.4％ で 相 関 係 数 ｒ ＝ 0.960 と

良 好 な 相 関 結 果 が 得 ら れ た 。 そ の 他 の 検 討 結 果 も 含 め 報 告

す る 。  
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